
【実践研究・実践報告】

2020年度の全学英語教育に関する報告

－オンライン授業への取り組み－ 大門正幸・今村洋美

西村 智・和田珠実

加藤由崇・中島眞吾

【PracticalReports】

AReportonEnglishEducationin2020

HowWeManageOnlineClasses

…………………… OHKADOMasayuki,IMAMURAHiromi,

NISHIMURASatoshi,WADATamami,

KATOYoshitakaandNAKASHIMAShingo

……………………………………………………

（抜刷:pp.13-20）



1 はじめに

全学英語教育科（現：人間力創成総合教育センター・

語学教育プログラム）では、2011年度の全学共通教育

のカリキュラム改訂に合わせて教育理念・方針を策定、

公表すると同時に（大門他,2010）、それに沿った教

育を実施し、その結果・成果・課題について報告を

行なってきた（大門他,2011;2012;2014;2015;

2016;2017;2018;2019;2020、和田他,2013a;2013b、

Imamuraetal.,2019、Wadaetal.,2014）。しか

しながら、2020年度については、新型コロナウイルス

感染症拡大に伴って決定された授業実施方針により、

初年次の英語科目である「英語スキルⅠ／Ⅱ」は全て

遠隔で行われることとなったため、急遽遠隔授業への

対応を迫られることとなった。本稿では特に混乱状態

にあった2020年度春学期の「英語スキルⅠ」の授業に

おいて、どのような対応がなされ、どのような成果・

課題が明らかになったかについて、担当教員に対して

実施したアンケートに基づいて報告したい。また、受

講生側の反応の一例として、著者らが受講生に対して

行ったアンケートの結果についても報告する。なお、

本稿の２～４節の主要部分は大学英語教育学会におい

て発表している（今村・大門，2020）。

2 授業教材

2020年度以前から「英語スキルⅠ／Ⅱ」の授業用と

して独自に作成した教科書準拠の教材のいくつかがオ

ンライン上で利用可能になっており、遠隔授業の実施

に際して、それらが大きな役割を果たした。そのよう

な教材の一つが図１に示したwebページである。
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要 旨

全学英語教育科（現人間力創成総合教育センター・語学教育プログラム）では、2010年度に教育理念・方

針を策定して以来、それに沿って教育を行い、その成果と課題について本誌で報告してきた。2020年度につ

いては、新型コロナウイルス感染症拡大に伴って決定された授業実施方針により初年次の英語科目である

「英語スキルⅠ／Ⅱ」は全て遠隔で行われることとなった。本稿では、この決定を受け急遽実施されること

となった春学期の「英語スキルⅠ」の遠隔授業に焦点を当てて、その運営方法・成果・課題などについて、

担当教員に行ったアンケート結果を中心に報告する。また、一部のクラスで行った受講生へのアンケート結

果や、成績評価についても述べる。
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図１ 受講生用教材の一部



図１で表示されているのは教科書内の全12章のうち

の第１章に対応したページであるが、いずれの章にお

いても構成は同じで、当該のページには以下のリンク

が張られている：（i）英文の音声（アメリカ英語、イ

ギリス英語で、章全体を一括して音読したものと、各

段落を個別に音読したもの。音読の速度は通常［150

wpm］と学習者用の遅い速度［100wpm］の２種類）；

（ii）教科書に準拠した小テスト；（iii）重要単語のリ

スト；（iv）各単語の音声。

また、図２に示すように、カード型オンライン学習

教材であるQuizletを使い、教科書の重要単語だけで

なく、チャンク・リーディングが可能なように教科書

の英文をチャンク化し、対応する日本語を付けたもの

が準備されている（Quizletの活用方法については、

大門（2018）、加藤他（2017）を参照）。

さらに、教科書の各章の最後に掲載されている

ComprehensionQuestionsをオンラインで実施する

ことが可能なCheckLinkというシステムが導入されて

いる（図３）。

これらの教材が遠隔授業においてそのまま活用可能

であったことは授業準備の負担軽減という点で大きかっ

たと言えるであろう。

3 授業開始まで

感染症拡大による緊急事態宣言の発令という前代未

聞の状況下、以下のような慌ただしい経緯を経て５月

７日からの授業実施となった。なお、以下の通知、案

内の発信元はいずれも中部大学の関連部署である。

・４月１日（授業開始日・授業実施方法いずれも未定

の時点）：遠隔授業の方法として同時双方向型とオ

ンデマンド型の２種類を想定していることが記載さ

れた、文部科学省からの「学事日程等の取り扱い及

び遠隔授業の活用に関するQ & A等の送付につい

て」が配信される。

・４月６日：教育担当副学長より遠隔授業の可能性が

あるが、その場合には学内ですでに採用されている

CoursePowerの利用が基本となる旨、通知される。

ほとんどの担当者にとって馴染みのないシステムで

あったため、対応策を検討。使用方法の説明動画制

作や小テスト等のCoursePower上への掲載に着手

する（図４参照）。

・４月９日：教育担当副学長より春学期は全ての授業

を対面ではなく遠隔授業で行うことが決定された旨、

通知される。

・４月10日：教育担当副学長よりCoursePowerやメー

ルの講習会の案内が届く。

・４月14日：教務支援課より上記の講習会に関するよ

り詳しい案内が届く。

・４月16日：語学教育プログラムで授業方法に関する

案内文を作成し担当者に送付する（図４）。

・４月17日：教育担当副学長・ICT活用部門担当副学

長よりネットワークの容量の関係で一度に送受信で

きるファイルの容量および連続で利用可能な時間を

制限する旨、通知される。

・４月22日：CoursePowerの不具合（一部のブラウ

ザでは下線が表示されない）が見つかり、語学教育

プログラム内で対応を協議する。

・４月23日：教育担当副学長より「授業開始の４日前

までにどのような方法で授業を行うかを学生に連絡

するように」との通知がある。遠隔授業として可能

な方法を明確にするため、文部科学省に直接連絡し、

４月１日の通知にあった２種類の方法が基本となる

ことを再確認する。

・４月28日：教育担当副学長・ICT活用部門担当副学

長よりネットワークの容量が不足するため受講生を

学籍番号によって偶数と奇数に分け、日によって利

用可能者を決定するとの通知。CoursePowerによ

る一斉授業が不可能となる。

・４月30日：教育担当副学長より「遠隔授業であって

も、対面授業と同じだけの内容、効果のある授業を
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図２ Quizletの画面

図３ CheckLinkの説明画面



行ったことを示すエビデンスを確保しておくように」

との通知がある。

・５月１日：教育担当副学長・ICT活用部門担当副学

長より「ICT環境が不十分な学生もいるので、その

学生にも配慮するように」との通知がある。

・５月７日：春学期の授業が開始される。

上記の日程と並行して、授業支援のために、授業内

で使用可能な課題集、パワーポイント・スライド、動

画などをweb上にアップロードし、さらにZoomの練

習会も開催した。

4 授業後のアンケートとその結果

春学期の授業が終了した時点で「英語スキルⅠ」の

担当者に対し表１に示した11の設問からなるアンケー

トを実施した。

非常勤講師を含む担当者25名に上記のアンケートを

送信したところ、24名（96％）から回答を得た。

Q1への回答は、オンデマンド型が19名（79.2％）、

同時双方向型が５名（20.8％）であった。

Q2への回答（授業で使用したシステムなど）は、オ

ンデマンド型の授業ではメール（Tora-Net）が11名、

CoursePowerが７名、PowerPointが６名、Google

Classroomが２名、Quizletが２名、CheckLinkが２

名、Glexaが１名であった。同時双方向型授業では

Zoomが４名、Discordが１名であった。ただし、複

数のシステムを使用した例やシステムの明記のなかっ

た回答もあり、数値はあくまで参考である。

Q3については、対面授業と変わらないという回答

が１名（4.2％）あったが、残りは全て対面授業と比べて

長くなったというもので、その時間は約1.5倍および約

２倍がいずれも４名（16.7％）、約３倍が７名（29.2％）、

４倍以上が８名（33.3％）であり、遠隔授業実施への

対応に多大な時間を要したことがうかがえた。

Q4については、「CoursePowerの説明動画」が

19名（79.2％）と最も多く、「授業方針の説明文書」

（17名［70.8％］）、「文書、スライド、動画などの授業

支援教材」（13名［54.2％］）、「CoursePowerで利用可

能なテスト」（12名［50.0％］）／「Tora-Netの使用方

法説明文書」（12名［50.0％］）、「Quizletの説明動画」

（５名［20.8％］）、「Zoomの練習会」（３名［12.5％］）

が続いた。

Q5については「遠隔授業の方が良い」という回答が

１名（4.2％）、「対面授業の方が良い」が13名（54.2％）、

「どちらとも言えない」が10名（41.7％）であった。

なお、「遠隔授業の方が良い」という回答は同時双方

向型授業の実施者であった。

Q6については技術的な問題を挙げる回答が最も多

く（８名［33.3％］）、「学生の反応が見えない」（５名

［20.8％］）、「準備・対応に時間がかかる」（４名

［16.7％］）が続いた。

Q7からQ10については回答結果が授業形態（オン

デマンド型が同時双方向型か）と密接に関係している

ように思われるので、授業形態毎に集計した結果を表

２から表５に挙げる。
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図４ 担当者への連絡

表１ 授業後に実施したアンケート



Q11には様々な回答があったが、要望としては授業

で使用するシステムの共通化、Zoomアカウントの無

料配付、技術的な問題が生じた場合の相談窓口の充実

が挙げられた。また各教員がどのような形で授業を行っ

ているのかを知りたい、という声に対してはアンケー

ト結果を提示することで対応した。

5 受講生の反応

2020年度の春学期は授業形態が大きく変更になった

ため、例年行われている学生による授業評価が実施さ

れなかった。そのため、遠隔授業に対する受講生全体

の反応について知ることはできないが、参考として

Zoomを中心に同時双方向型授業を実施した大門が授

業内に行ったアンケート結果と、オンデマンド型授業

を行った今村、およびYouTubeを活用したオンデマ

ンド授業を中心としながら、数回Zoomを使った同時

双方向型授業を実施した加藤が授業後に自由形式で行

なったアンケートの回答の一部について紹介しておき

たい。

執筆者の一人である大門は、３つのクラスにおいて

表６に示す11の設問からなるアンケートを無記名で実

施し、104件の回答を得た（Q1からQ10についてはそ

の理由も記入してもらった）。

以下では、本稿の趣旨と合致するQ3、Q4、Q5、

Q8、Q9、Q10、Q11に絞って結果を記す。

Q3、Q4はいずれも授業外で利用するオンライン教

材に関するもの、Q5は授業内にZoomの機能を用いて

行ったグループワークに関するものである。いずれも

５段階で回答してもらったので、結果について表７に

まとめて記載する。
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表２ Q7（教える側のメリット）への回答

回 答

表３ Q8（教える側のデメリット）への回答

回 答

表４ Q9（受講する側のメリット）への回答

回 答

表５ Q10（受講する側のデメリット）への回答

回 答

表６ 授業後に実施した学生用アンケート



回答理由について、Quizletでは「音と文字で単語

の確認ができたから」という機能に関するものに加え

て「自分で隙間時間に何度も取り組めるところが良かっ

た」という自習教材ならではのコメントが多数あった。

CoursePowerについては「授業の復習になった」

という趣旨の声が最も多かった。

Zoomの機能を用いたグループワークについては、

「対面授業がない中で、大学のみんなと交流できる唯

一の場であったのでうれしかった」という受講生間で

コミュニケーションが取れる機会を評価する声が最も

多かった。

遠隔授業で困ったことについては、表８の結果であっ

た。

４分の１ほどの受講生は特に問題を感じなかったよ

うであるが（番号２）、授業への参加感覚や意欲の欠

如を感じる受講生も多かった（番号１、５）。ICTに

関連する問題を感じた受講生も多く（番号３、４、６、

８、９）、さらに１名ではあるが引きこもり状態となっ

てしまった、という心配な声もあった。

逆に遠隔授業の利点については、表９に示すような

回答結果であった。

やはり「場所にとらわれない」という点をあげる回

答者が圧倒的に多かった。また、「対面授業より授業

に参加している感じがした／説明がわかりやすかった

／意欲が湧いた」という回答もあり、参加意欲や理解

度に関して、対面授業と遠隔授業のどちらかが絶対的

に優れているわけではないことが確認された。

Q10については「対面授業を選ぶ」という回答が60

（57.7％）と半数以上だったが、「どちらとも言えない」

が28（26.9％）、「遠隔授業を選ぶ」という回答が16

（15.4％）であった。

Q11について目立った感想は「他には人と話したり

する授業がなかったのでこのクラスで他の人とコミュ

ニケーションがとれたことがすごく良かった」という

趣旨のものであった。

オンデマンド型の授業を行った今村のクラスでは

「提出物がたくさんあり大変ではありましたが、自分

なりにいろいろと工夫して授業を受けられた」という

自己評価の声や「自分のペースで進めていくため、時

間を管理して自ら学習する能力を身につけることがで

きた」という自主性の獲得を評価する声があった。ま

た「英語の長文を何度も読むことで以前に比べて長文

を読むことに慣れることができた」など、学力の向上

を実感した、という声もあり、提出課題を工夫するこ

とで効果的な学びを提供できる可能性が示された。

YouTubeの動画を中心とした加藤のクラスでは、

「動画に音声がついているおかげで内容がわかりやす

くて助かりました」「資料だけでなく動画で声で［ママ］

説明を聞けたので理解しやすかった」「授業後に疑問

ができた際でも何度も授業動画を見返すことができた

ので、オンライン授業にも対面にはないメリットが有

るなと感じました」など動画を評価する声が多かった。

また、「英語の授業だけZoomがあったので、授業を

受けているなという実感が湧いてよかったです」「英

語の授業でこんなに楽しいのは初めてです！特に

Zoomの授業は（笑）」「Zoomは先生との距離も縮まっ

2020年度の全学英語教育に関する報告
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表７ Q3、Q4、Q5への回答

表８ Q8への回答結果（複数回答可）

表９ Q9への回答結果（複数回答可）



たような気がしてとてもよかったです」など、Zoom

を通して教員と直接コミュニケーションすることがで

きた点を評価する声が多かった。

6 成績について

最後に成績について見ておこう。これまでの全学英

語教育に関する報告（大門他、2020ほか）では、単位

修得に至らない最大の原因が出席の不足にあることを

示してきた。しかし2020年度については全体の出席デー

タがないため、この点について考察することができな

い。ここでは、過去５年の評価の比率と比べたデータ

を提示するに留めておく。

Ｅ評価の受講生について言えば、2018年度、2019年

度に５パーセント台に減っていた割合が2016年度と同

程度の９パーセント台に増えてしまっている。一方、

Ｓ評価とＡ評価の割合は増えており、二極化の傾向が

見られるようである。これが一過性のものなのか、今

後も注視していきたい。

7 結語

本稿ではオンラインで行われた2020年度春学期の

「英語スキルⅠ」に関して、担当教員に対して実施し

たアンケートおよび一部のクラスの担当教員が受講生

に対して実施したアンケートの結果を報告した。今回

の結果を今後の教育活動に生かしていきたい。
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アンケートにご協力くださった担当の先生方、授業
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Abstract

Whencomprehensivecurriculum revisionwasmadein2011forGeneral

EducationinChubuUniversity,thedivisionofEnglishEducation（Language

EducationProgram,GlobalEducationCenter）establishedanew educational

policyandhasbeenprovidingeducationbasedonitandreportingtheresults

asmeasuredbytheachievementtests,thefreshmantest,andtheproficiency

test.In thespring semesterin 2020,however,becauseofthespread of

COVID-19,classeswereheldonline.Attheendofthespringterm in2020,we

conductedaquestionnairesurveyofteachersinchargeofthe“EnglishSkillI”

classesand wereporttheresultsofit.Wealso reporttheresultsof

questionnairesurveysofstudentstakingonlineclasseswhichwereconducted

insomeclasses.
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